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こ
の
調
査
は
、
物
質
の
種
類

を
確
認
す
る
こ
と
を
主
な
目
的

と
す
る
調
査
（
ø
）
と
、
物
質

の
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
す
る
調
査
（
¿
）
の

二
段
階
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
（
ø
）
は
、
中
継
所
の

排
気
系
、
中
継
所
周
辺
お
よ
び

中
継
所
か
ら
離
れ
た
対
照
地
点

の
大
気
環
境
に
お
い
て
、
揮
発

性
お
よ
び
半
揮
発
性
有
機
化
合

物
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な

化
学
物
質
が
あ
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
定
性
調
査
を
行
い
ま

「
調
査
の
概
要
は
」
中
継
所

作
業
工
程
の
各
ポ
イ
ン
ト

で
の
調
査
を
実
施

し
た
。

　

調
査
（
¿
）
は
、
対
象
物
質

の
濃
度
を
確
認
す
る
も
の
で
、

ご
み
搬
入
量
の
多
い
時
間
帯
を

中
心
に
排
気
、
換
気
、
排
水
、

粉
じ
ん
中
の
物
質
濃
度
を
定
量

調
査
し
ま
し
た
。
中
継
所
の
作

業
工
程
を
考
慮
し
た
測
定
ポ
イ

ン
ト
を
定
め
る
と
と
も
に
、
周

辺
四
地
点
と
対
照
二
地
点
の
調

査
な
ど
、
多
角
的
で
総
合
的
な

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、

最
初
の
調
査
方
法
の
検
討
か
ら

結
果
の
評
価
ま
で
、
全
体
を
通

し
て
四
人
の
学
識
者
・
専
門
家

に
監
修
ま
た
は
指
導
を
お
願
い

し
、
実
施
し
ま
し
た
。　

�∏
中
継
所
周
辺
四
地
点
の
化
学

物
質
の
種
類
は
、
過
去
の
調
査

で
検
出
さ
れ
て
い
る
物
質
が
多

く
、
対
照
二
地
点
と
比
べ
て
も

ほ
ぼ
同
じ
で
、
中
継
所
が
周
辺

環
境
に
特
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

π
中
継
所
施
設
内
に
お
け
る
作

業
環
境
は
特
に
問
題
の
な
い
も

の
で
し
た
。

∫
中
継
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
空

気
中
の
化
学
物
質
は
、
大
部
分

「
調
査
の
結
果
は
」
中
継
所

が
周
辺
環
境
に
対
し
、
特
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い

と
判
断

が
周
辺
環
境
と
ほ
ぼ
同
じ
濃
度

レ
ベ
ル
で
し
た
。
ま
た
、
排
出

時
に
は
周
辺
環
境
よ
り
濃
度
の

高
か
っ
た
物
質
も
、
周
辺
環
境

に
特
に
影
響
し
て
い
る
状
況
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ª
周
辺
四
地
点
と
対
照
二
地
点

の
化
学
物
質
も
ほ
ぼ
同
じ
濃
度

レ
ベ
ル
で
し
た
。

º
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
排
気

塔
、
換
気
塔
か
ら
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
周
辺
四
地
点
、
対

照
一
地
点
と
も
、
一
般
的
な
大

気
環
境
濃
度
と
特
に
差
異
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ω
中
継
所
か
ら
の
排
水
は
下
水

排
除
基
準
以
下
で
排
出
さ
れ
て

お
り
、
硫
化
水
素
も
問
題
の
な

い
濃
度
で
し
た
。

�
　

今
回
の
調
査
結
果
を
受
け

て
、
今
後
の
中
継
所
の
操
業
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

○
重
点
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
定
期
的
に
行
い
、
結
果

を
公
表
す
る
。

○
中
継
所
か
ら
の
排
出
空
気
中

の
化
学
物
質
を
よ
り
少
な
く

す
る
た
め
、
施
設
管
理
等
に

配
慮
す
る
。

※
調
査
結
果
の
報
告
書
は
、
区

役
所
二
階
区
政
資
料
室
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
区
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

「
今
後
は
」

杉
並
区
、
練
馬
区
、
中
野
区
か
ら
搬
入
さ
れ
る
不
燃
ご
み
の
中
継
施
設
で
あ
る
杉
並
中
継
所
は
、
平
成　

年
４
月
に
、
東
京
都
か
ら
杉
並
区

１２

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
区
は
施
設
管
理
者
と
し
て
杉
並
中
継
所
の
安
全
操
業
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
継
続
的
に
行
う
予
定

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
内
容
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
環
境
点
検
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

―
問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策
係
へ
。

　

現
在
教
育
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
「
学
校
給
食

の
調
理
業
務
の
民
間
委
託
化
」
に
つ
い
て
、
保
護
者
の

中
に
は
不
安
や
反
対
の
声
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、区
は
危
機
的
な
財
政
状
況
の
中
で
、

「
限
ら
れ
た
税
金
で
、
い
か
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

効
果
的
に
行
い
、
新
た
に
必
要

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

か
」
と
い
う
視
点
で
、
全
て
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
見

直
し
て
い
ま
す
。「
給
食
調
理
の

民
間
委
託
」
も
、
そ
の
視
点
で

教
育
委
員
会
が
検
討
し
て
い
る

も
の
で
、
学
校
や
栄
養
士
（
公
務
員
）
の
指
導
や 
厨
房 

ち
ゅ
う
ぼ
う

利
用
、
食
材
調
達
の
方
法
は
現
行
の
ま
ま
で
、
現
在
公

務
員
が
行
っ
て
い
る
調
理
業
務
の
み
を
民
間
に
委
託
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。　

区
の
う
ち
す
で
に　

区
で

２３

１３

民
間
委
託
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
杉
並
区
で
も
、
障
害
者

施
設
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
方
々
の
評

判
も
よ
く
、
安
全
面
で
の
問
題
も
発
生
せ
ず
、
経
費
も

区
の
直
営
と
比
べ
約
四
割
節
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
学
校
調
理
員
の
給
与
は
年
間
約
七
八
〇
万
円

で
す
が
、
夏
休
み
や
春
休
み
な
ど
学
校
が
休
み
の
間
は

調
理
業
務
が
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
仮
に
民
間
が
行
え

ば
、
も
っ
と
少
な
い
経
費
で
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
常
識
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
調
理
業
務
を
民
間
委
託
す
れ
ば
、
一
校
当

た
り
一
千
万
か
ら
一
千
五
百
万
の
節
減
効
果
と
試
算

し
、
新
た
な
教
育
内
容
の
充
実
も
含
め
必
要
な
公
共
サ

ー
ビ
ス
に
、
貴
重
な
税
金
を
ふ
り
む
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
特
に
安
全
面
で
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
不
安
も

よ
く
理
解
で
き
ま
す
。厳
正
な
委
託
先
の
選
定
、
食
材
も

含
め
た
安
全
管
理
な
ど
、区
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
意
を

払
う
体
制
を
整
え
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

『
公
務
員
が
調
理
す
れ
ば
安
全
、
民
間
は
危
険
』
と
い
う

考
え
方
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
面
的
に
思
い
ま
す
。歴
史

を
み
て
も
、
全
国
民
が
公
務
員
で
競
争
の
な
い
旧
ソ
連
の

よ
う
な
国
家
体
制
の
下
で
作
ら
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

劣
悪
さ
に
比
べ
、
適
正
な
利
潤
を
認
め
た
日
本
な
ど
、
民

間
企
業
を
主
体
と
す
る
社
会
が
生
ん
だ
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
総
じ
て
優
秀
だ
っ
た
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。大
切
な
の
は
、
政
府
や
自
治
体
が
、

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、い
か
に
厳
正
な
監
視
と
適
切

な
規
制
を
行
う
か
だ
と
思
う
の
で
す
。

区長から
の�

いいメー
ル�

杉
並
区
長

　

給
食
の
民
間
委
託

杉
並
中
継
所
に
関
す
る
環
境
点
検
調
査
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
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通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
二
八
所
（
表

１
）
が
共
同
で
「
介
護
保
険
・

通
所
施
設
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
今
ま
で

通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

介
護
保
険
・
通
所
施
設

 
� 
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〈表２　福祉用具の貸与など〉

福祉用具購入費の支給福祉用具の貸与（レンタル）

①腰掛便座
②特殊尿器
③入浴補助用具
④簡易浴槽
⑤移動用リフトのつり具部分

①車いす（付属品含む）
②特殊寝台（付属品含む）
③じょく 瘡 （床ずれ）予防用具

そう

④体位変換器
⑤手すり
⑥スロープ
⑦歩行器
⑧歩行補助つえ
⑨痴呆性老人徘徊感知機器
⑩移動用リフト（つり具部分除く）

品    
目

利用者がいったん全額を支払い
ます。介護保険課に申請をする
と、保険対象と認められるもの
について保険給付分（９割）が
後から支給されます。
  ただし、１年間に１０万円（購入
費の総額）が限度です。

ケアマネージャーに依頼し貸与につい
てのケアプランを作成した上で、指定
事業者から借りて、利用します。必要
な費用の１割を利用者負担として、事
業者に支払います。

利
用
方
法

〈表１　通所介護（デイサービス）施設〉
配食
サービス

体験
キャンペーン住      所電話番号施  設  名

○和田３‐５２‐４３３１２‐９５５６和田ふれあいの家
送迎なし
１８日のみ
実施

高井戸西１‐１２‐１３３３４‐２１４０第二南陽園
在宅サービスセンター

○高円寺北３‐２０‐８３３３０‐４９０３高円寺北ふれあいの家

○送迎なし高井戸西１‐１２‐１３３３４‐２７４３南陽園
在宅サービスセンター

○清水３‐２２‐４３３９４‐０４５５清水ふれあいの家
○和泉４‐４０‐３１３３２１‐４８０８和泉ふれあいの家
○下井草４‐２２‐４３３９０‐８０７４下井草ふれあいの家
○荻窪２‐２９‐３３２２０‐９６３７荻窪ふれあいの家
○上荻２‐２６‐７３３０１‐２２５６上荻ふれあいの家

○痴呆対応
あり阿佐谷北１‐２‐１３３３８‐８６３０阿佐谷北ふれあいの家

○１５・１８日の
み実施松ノ木２‐１４‐３３３１８‐２６６０松ノ木ふれあいの家

○
送迎は
１７・１８日の
み実施

上井草３‐３３‐１０３３９４‐９８３１上井草ふれあいの家

高円寺北２‐１４‐２６５３２７‐３７０１アースの森　高円寺
デイサービスセンター

上高井戸３‐６‐９５３１６‐６６８０ハッピー高井戸
デイサービスセンター

本天沼３‐４４‐１２５３１１‐５６２１すぎなみ天沼
デイサービスセンター

西荻北２‐１０‐７５３１１‐３６３１桃三ふれあいの家
井草２‐２５‐４５３１１‐３６３７八成ふれあいの家
堀ノ内１‐１６‐３８５３７７‐７０２５大宮ふれあいの家

○痴呆対応
あり永福２‐１４‐２０３３２７‐５８１１永福ふれあいの家

痴呆対応
専用和田２‐２７‐８３３１６‐２９４３デイサービスセンター

和田堀ホーム
痴呆対応
専用本天沼３‐３４‐２８３３９５‐０９００沓掛ホーム

デイサービスセンター
堀ノ内３‐５２‐２２３３１１‐７８２１川内介護支援サービス

○宮前５‐１７‐１５３３３５‐８１６１宮前ふれあいの家
※配食サービスは○印のある施設で行っています。

〈通所リハビリテーション（デイケア）実施施設〉

和田１‐４０‐１５３３８０‐１２４８ブース記念
老人保健施設グレイス

堀ノ内１‐６‐６５３０５‐７３３０介護老人保健施設
 ���� ウエルファー

堀ノ内３‐５２‐２２３３１１‐５５１４川内クリニック
１７日のみ
実施荻窪５‐１３‐２３３９８‐０７２３（医社）健友会

 ����� 桃井診療所

西荻南４‐２‐７３３３３‐５４３４（医社）健友会
 ���� 西荻窪診療所

　

冷
た
い
空
気
が
地
表
面
付
近

に
停
滞
す
る
冬
は
、
窒
素
酸
化

物
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質
の
濃

度
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

窒
素
酸
化
物
の
濃
度
は
月
曜
日

か
ら
高
く
な
り
始
め
、
水
曜
日

か
ら
木
曜
日
に
ピ
ー
ク
と
な

り
、
週
末
は
低
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
区
で
は　

月
か
ら

１１

翌
年
の
１
月
ま
で
の
間
、「
水

曜
日
は
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
」
を
目

指
し
、
自
動
車
使
用
に
伴
う
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の

「
自
動
車
排
出
ガ
ス
対
策
」に
、

東
京
都
な
ど
七
都
県
市
と
共
同

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
、
区
で
は
庁
有

車
の
使
用
抑
制
・
垂
れ
幕
の
掲

出
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
事
業
者
へ
の

協
力
要
請
を
行
い
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
、
水
曜
日
に
限

り
割
引
し
た
都
営
交
通
の
一
日

乗
車
券
「
水
曜
ク
リ
ー
ン
キ
ッ

プ
」
を
発
売
し
ま
す
。
ま
た
、

都
内
の
バ
ス
業
者
も
「
水
曜
バ

ス
環
境
キ
ッ
プ
」
を
発
売
し
ま

す
。　�

　

東
京
の
空
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
、
も
う
一
度
、
自
動
車

の
使
い
方
を
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。　

◇
低
公
害
車
、
最
新
規
制
適
合

車
の
使
用
を
優
先
し
ま
し
ょ

う
。

◇
特
に
水
曜
日
の
使
用
を
抑
制

し
ま
し
ょ
う
。

◇
公
共
交
通
機
関
を
積
極
的
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
公
害
対

策
係
、
ま
た
は
都
環
境
局
自
動

車
公
害
対
策
部
@
５
３
８
８
‐

３
５
２
５
へ
。

空
に
人
に
や
さ
し
い

 
�
�
� 
車
の
使
い
方
を

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

ー
シ
ョ
ン
を
利

用
し
た
こ
と
が

な
い
方
に
、
地

域
の
施
設
で
サ

ー
ビ
ス
を
体
験

し
て
い
た
だ
く

催
し
で
す
。

　

ご
自
宅
付
近

か
ら
施
設
ま
で

は
、
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。
バ

ス
は
リ
フ
ト
付

車
両
な
の
で
、

車
い
す
を
お
使

い
の
方
も
送
迎

で
き
ま
す
（
施

設
に
よ
っ
て
は
送
迎
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
 
痴
呆 
性
高
齢
者
対
応
型
の
施

ち
ほ
う

設
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
も
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
参
加
対
象

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
（
認
定
を
受
け
て
い
な
い
場

合
は
、
認
定
申
請
を
予
定
し
て

い
る
方
）
と
そ
の
家
族

◇
利
用
料
金

　

無
料
。
た
だ
し
、
昼
食
代
は

自
己
負
担
で
二
〇
〇
〜
七
五
〇

円
。

◇
実
施
期
間

　
　

月　

日
∑
〜　

日
º

１１

１３

１８

◇
申
込
方
法

　
　

月
８
日
ま
で
に
各
施
設
へ

１１
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
昼
食
代
、
受
入
人
数
、

送
迎
方
法
な
ど
は
、
施
設
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

◇
通
所
介
護
と
は

　

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
等
に
通
っ
て
、
手
芸
、
工

芸
な
ど
の
生
き
が
い
活
動
や
健

康
増
進
の
た
め
に
各
種
ゲ
ー
ム

な
ど
の
機
能
訓
練
を
行
い
ま

す
。食
事
の
提
供
も
あ
り
ま
す
。

◇
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は

　

介
護
老
人
保
健
施
設
、
病

院
、
診
療
所
な
ど
に
通
っ
て
、

理
学
療
法
、
作
業
療
法
な
ど
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
食
事
の
提
供
も
あ
り
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
計
画
推
進

課
計
画
係
へ
。

�
　

通
所
施
設
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、
開
通
前
の

南
北
バ
ス
「
す
ぎ
丸
」
が
ご
自

宅
付
近
か
ら
通
所
介
護
施
設
ま

で
の
送
迎
を
行
い
ま
す
。

　

【
日
時
・
施
設
】
①　

月　
１１

１５

日
π
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家
②　
１１

月　

日
∫
永
福
ふ
れ
あ
い
の
家

１６
【
運
賃
】
無
料

　

な
お
、
南
北
バ
ス
の
阿
佐

谷
・
浜
田
山
路
線
は
、　

月
末

１１

に
開
通
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
計
画
推
進

課
計
画
係
へ
。

�
　

介
護
保
険
で
は
、
訪
問
介
護

な
ど
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
他

に
、
在
宅
で
介
護
を
行
う
た
め

通
所
介
護
の
送
迎
に
南
北
バ
ス

「
す
ぎ
丸
」が
走
り
ま
す

福
祉
用
具
の

  

貸
与
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

ふれあいの家配食サービス�
夕食中心・１食４４０円�

介護保険で自立の方も利用できます�

冬
期
自
動
車
排
出
ガ
ス

冬
期
自
動
車
排
出
ガ
ス

対
策
に

対
策
に
ご
協
力
を

ご
協
力
を

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェクククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

庄野真代さんと子どもたちの

ＣＤ「青春のかけら」
予約受付中（１２月初旬入荷予定）

　
　庄野さんがプレゼントしてくれた杉並
区のイメージソングです。コーラスは、
杉一小の子どもたちです。
販売価格＝１０００円（収益金は環境美化に
充てます）
　申し込み・問い合わせは、広報課へ。

に
必
要
と
な
る
福
祉
用
具
の
貸

与
、
購
入
費
の
支
給
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。（
表
２
）

　

そ
の
他
、
住
宅
改
修
費
の
支

給
も
あ
り
ま
す
。
保
険
対
象
と

認
め
ら
れ
る
も
の
の
条
件
、
必

要
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
詳
細
は
、
介
護
保
険
課

給
付
係
へ
。

�
　

区
で
は
、
介
護
保
険
の
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
区
民

の
方
の
身
近
な
所
で
相
談
を
受

け
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
実

介
護
保
険
相
談
員
に

 
�
� 
ご
相
談
く
だ
さ
い

態
を
調
べ
た
り
す
る
た
め
に
、

介
護
保
険
相
談
員
を
設
置
し
ま

し
た
。
相
談
員
は
、
地
域
の
民

生
委
員
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
支
援

課
へ
。�

　

痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
は
、「
痴
呆
対
応
型
共
同

生
活
介
護
」
と
い
う
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

区
で
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
が

地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

建
物
や
土
地
を
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
と
し
て
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
方
や
、
運
営
を
目
指
し
て

い
る
社
会
福
祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
整
備
に
係
る
建
物
の

改
築
・
改
修
に
つ
い
て
、
都
・

区
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
計
画
推
進

課
計
画
係
へ
。

痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
運
営
し
ま
せ
ん
か
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〈冒険遊び場・プレーリーダー養成〉

講　　師会　場内　　容日　　時

冒険遊び場情報室室長
天野　秀昭

セシオン杉並
（梅里１‐２２‐３２）

プレーリーダーってなに？／プレー
リーダーの役割

１１月４日�
午後７時～９時

 榎榎榎榎榎榎榎榎 根本　暁生
 榎榎榎榎榎榎榎榎 古賀　久貴

高井戸地域区民センター
（高井戸東３‐７‐５）

ヨーロッパのプレーパークの現状か
ら学ぶこと／プロとしての必要性

　　１９日�
午後５時３０分～７時３０分

世田谷区児童館職員
澤畑　　勉セシオン杉並学校・家庭からの逃げ場としての必

要性
　　２５日�
午後５時３０分～７時３０分

コミュニティ・デザイン研究室
 榎榎榎榎榎榎榎榎 岩岡　英樹セシオン杉並杉並式プレーリーダーのあり方／こ

れからの計画
１２月９日�
午後２時～４時３０分

◆１２月の無料がん検診◆

申し込み方法対象実施日時会場・定員
希望日の２週間前の火曜日まで
にハガキで杉並区医師会胃がん
検診担当（〒１６６‐０００４阿佐谷南
３‐４８‐８�３３９２‐４１１４）へ。問
い合わせは、健康推進課�３３９１‐
１０１５へ

３５歳以上
の区民

１２月の毎週木・
金・土曜日
午前９時～午前
中（２１～２３・２８
～３０日を除く）

保健医療センター
(荻窪５－２０－１）
定員＝５０名

胃
が
ん
検
診

１１月２０日までにハガキで杉並保
健所健康推進課都がん担当（〒
１６７-００５１荻 窪５‐２０‐１�３３９１-
１０１５）へ。

３０歳以上
の区民

１２日�・１３日�
午後１時～２時

東京都がん検診センター
(千代田区神田駿河台２
－５）定員＝３０～３５名

子
宮
が
ん
検
診

１８日�
午前９時～１０時
１９日�
午後１時～２時
２６日�
午前１０時～１１時

注１．次の①～④に該当する方は、胃がん検診のお申し込みはご遠慮ください。①胃の手術を
受けたことのある方②現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方③妊娠中
の方（または妊娠の可能性のある方）④おおむね１年以内に区実施の胃がん検診を受けた方
２．ハガキ（１人１検診につき１枚）には１２月の胃または子宮がん検診と明記し、住所・氏
名（フリガナ）・生年月日・年齢（平成１３年３月３１日現在）・性別・電話番号・受診希望日を
書いてください。申込締切日は必着。※保健センターで行っていた検診車による胃がん検診
は、東京都がん健診センターが検診車を廃止したことに伴い、実施できなくなりました。保
健医療センターでの胃がん検診をご利用ください。

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

催
し

　

美
し
い
ト
ー
ク
と
素
敵
な
音

楽
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
サ
ロ

ン
」
を
再
現
。
知
的
で
ち
ょ
っ

と
お 
洒
落 
な
「
時
」
を
お
過
ご

し
ゃ
れ

し
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１７

４
時
開
演
（
３
時　

分
開
場
）

３０

【
会
場
】
杉
並
会
館
（
上
荻
３

―　

―
５
）【
テ
ー
マ
】
サ
ロ

２９
ン
と
は
…
【
ホ
ス
ト
】
小
澤
純

（
指
揮
・
文
京
女
子
大
学
教

授
）【
出
演
】
小
穴
晶
子
（
音

楽
美
学
・
多
摩
美
術
大
学
教

授
）、
三
谷
温
（
ピ
ア
ノ
・
昭
和

音
楽
大
学
専
任
講
師
）【
曲
目
】

リ
ス
ト
＝
愛
の
夢
、
シ
ョ
パ
ン

＝
ス
ケ
ル
ツ
ォ
第
二
番
ほ
か

【
入
場
料
】
三
〇
〇
〇
円
（
飲

物
・
軽
食
付
）【
チ
ケ
ッ
ト
発

売
開
始
】　

月
２
日
午
後
１
時

１１

〜
【
定
員
】
一
〇
〇
名
【
販
売

窓
口
】
文
化
・
交
流
協
会
、
電

話
予
約
の
み
＝
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

杉
並
区

　

文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

時
と
人
が
織
り
な
す

 

供
ア
ー
ト
茶 
論

    

僑

サ
ロ
ン

�

　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
、
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
�
５
３

１
１
‐
７
０
３
５
へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１０

２
時　

分
開
演
（
２
時
開
場
・

３０

区
後
援
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
出

２２

３２

演
】
三
沢
健
二
＆
ヒ
ズ
バ
ン
ド

（
サ
ッ
ク
ス
＝
三
沢
健
二
／
ド

ラ
ム
ス
＝
三
沢
祐
章
／
ベ
ー
ス

＝
秋
元
公
章
／
ギ
タ
ー
＝
吉
原

寛
）【
曲
目
】
ワ
ン
ダ
フ
ル
ワ
ー

ル
ド
、
聖
者
の
行
進
、
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
ほ
か
【
入
場
料
】

五
〇
〇
円
（
全
席
自
由
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
東
京
中
小
企
業
家
同
友

会
・
林
�
３
９
４
７
‐
３
９
８

１
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）
へ
。

　

な
お
、
収
益
金
は
杉
並
区
の

障
害
者
福
祉
の
た
め
に
寄
付
さ

れ
ま
す
。

▽
障
害
者
と
家
族
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

同
会
・
林
へ
。
車
い
す
で
の
観

覧
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

都
立
西
高
が
地
域
に
発
信
す

る
文
化
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

１９

３
時
開
演
（
２
時　

分
開
場
・

３０

区
後
援
）【
会
場
】
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）【
内

２３

１５

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

 

コ
ン
サ
ー
ト

西
高
の
夕
べ

 

講
演
と
音
楽

�

容
】
①
文
芸
評
論
家
・
秋
山
駿

さ
ん
の
講
演
「
時
代
を
切
り
開

い
た
男
・
信
長
の
天
才
性
」
②

西
高
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演

奏
会
／
司
会
＝
芳
村
真
理
さ
ん

【
対
象
】
区
内
在
住
の
方
【
定

員
】
一
〇
八
八
名
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
西
高
会
�

３
２
４
７
‐
０
７
６
５
へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

２０

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
・

３０

区
後
援
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
出
演
】
バ
イ
オ
リ
ン
＝
天
満

敦
子
【
曲
目
】
望
郷
の
バ
ラ
ー

ド
ほ
か

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で　
１１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
ア
メ

１５
リ
カ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
広
報

室
（
〒　

‐
８
０
０
１
荻
窪
４

１６７

―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み
多

３０

１６

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
室
・
加

勢
川
�
３
２
２
０
‐
６
２
２
９

へ
。

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

１８

２
時
〜
（
１
時　

分
開
場
）

３０

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト

天
満
敦
子新

世
紀
へ
の
調
べ

 

ペ
ア
で
一
〇
〇
組
を
ご
招
待

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会

 

柳
家
三
之
助
勉
強
会

�

【
会
場
】
杉
並
会
館
（
上
荻
３

―　

―
５
）【
定
員
】
五
〇
名

２９
【
木
戸
銭
】
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

１１

　

時
〜
（
区
後
援
）【
会
場
】
セ

１０シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）【
定
員
】
五
六
八
名
【
入
場

３２料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
す
ぎ
な
み

「
青
い
鳥
」
事
務
局
・
中
村
�

３
３
０
２
‐
７
０
２
３
へ
。

※
当
日
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金

は
、
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議

会
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

　

高
円
寺
・
阿
佐
谷
地
区
の
銭

湯
の
煙
突
を
目
印
に
歩
く
、
ま

ち
の
新
し
い
発
見
。
見
な
れ
た

い
つ
も
の
風
景
が
、
煙
突
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
歩
い
て
み
る
と
ま

る
で
違
っ
て
見
え
て
き
ま
す
。

　

す
ぎ
ま
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ナ

ビ
ゲ
ー
ト
し
ま
す
。
カ
メ
ラ
を

片
手
に
あ
な
た
の
発
見
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２６

１
時
〜
６
時
【
対
象
】
区
内
在

住
の
方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参

加
費
】
無
料
（
銭
湯
代
は
各
自

負
担
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
演
芸
の
集
い

 
善
意
の
心
、人
の
輪
を
大
切
に

�二
〇
〇
〇
年
知
る
区
ロ
ー
ド
・

す
ぎ
ま
る
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

 

ウ
ォ
ー
ク

 
〜
あ
の
煙
突
を
さ
が
せ
！
〜

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で　
１１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
ま
ち

１３
づ
く
り
推
進
課
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
カ
メ
ラ
、
タ
オ
ル
、
石
け
ん

な
ど
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
に
木
登
り
や
、

工
作
な
ど
自
由
遊
び
を
教
え
る

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
せ

ん
か
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
・
会
場
】
左
表
の
と

お
り
【
対
象
】
高
校
生
以
上
の

興
味
の
あ
る
方

　

申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏

杉
並
に
冒
険
遊
び
場
を

 

つ
く
ろ
う
！

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
書
い

て
、
フ
ァ
ク
ス

３
２
２
０
‐

１
８
２
４
で
�
全
国
子
ど
も
会

連
合
会
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
わ
れ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
遊
び
場
実
行
委
員

会
・
鎌
田
あ
つ
子
�
３
３
３
２

‐
１
５
３
５
ま
た
は
吉
田
阿
津

子
�
３
３
３
１
‐
１
３
０
３

へ
。

▽
杉
並
郷
土
芸
能
大
会

　

区
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財

里
神
楽
や
祭 
囃
子 
、
民
謡
な

ば
や
し

ど
、
杉
並
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

郷
土
芸
能
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

１２

１
時
〜
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
定

２２

３２

員
】
五
六
八
名
（
先
着
順
）【
入

場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

▽
杉
並
区
内
の
文
化
財
公
開

　

妙
法
寺
の
祖
師
堂
と
書
院

（
御
成
間
）、
仁
王
門
な
ど
の

都
指
定
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

三
件
と
国
の
重
要
文
化
財
「
鉄

門
」
を
公
開
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
３
日
�
〜　

１１

１２

日
�
の
午
前
８
時
〜
午
後
３
時

【
会
場
】
妙
法
寺
（
堀
ノ
内
３

―　

―
８
）
【
入
場
料
】
無
料

４８

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も

文
化
財
係
へ
。

FAX

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

２９

　

時
〜
午
後
１
時
（
現
地
解
散

１０予
定
・
区
協
賛
）【
集
合
場
所
】

地
下
鉄
大
手
町
駅
Ｃ
４
出
口

【
定
員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】

三
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・
連
名

可
）
で
、　

月　

日
（
消
印
有

１１

１２

効
）
ま
で
に
東
京
都
み
ど
り
の

推
進
委
員
杉
並
地
区
会
事
務
局

（
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
）
ヘ
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
・
◎

◎
�
◎
◎
◎
◎
‐
◎
◎
◎
◎（
午

後
６
時
以
降
）
ヘ
。

　

①
見
学
会
＝
資
源
回
収
さ
れ

た
び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

紅
葉
の
皇
居
東
御
苑
を
訪
ね
る

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ッ
ジ
①
②

 

参
加
者
募
集

の
処
理
工
場

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

１３

８
時　

分
集
合
（
解
散
午
後
１

３０

時
）【
見
学
先
】
合
資
会
社
戸
部

商
事
（
洗
び
ん
業
者
）【
集
合
場

所
】
阿
佐
ケ
谷
駅
南
口
中
杉
通

り
さ
く
ら
銀
行
前
【
定
員
】
五

〇
名【
参
加
費
】二
〇
〇
円
（
保

険
料
・
資
料
代
）

　

②
講
演
会
＝
「
循
環
型
社
会

の
法
が
出
来
た
け
れ
ど
」

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

２１

　

時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
リ

１０

１５

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
高

井
戸
東
３
―
７
―
４
）【
講
師
】

明
治
学
院
大
学
教
授
・
熊
本
一

規
さ
ん
【
参
加
費
】
一
〇
〇
円

（
資
料
代
）【
定
員
】
五
〇
名

☆

　

見
学
会
、
講
演
会
共
に
、
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、　
１１

月
３
日
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
�
３
３
３
１
‐
４
３

６
０
へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
。

▲小澤　純さん

▲柳家　三之助さん

▲里神楽

行　事
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（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、

１１

１０

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。

い
て
考
え
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
π
午
前

１１

２９

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
円
寺

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３

―　

―　

）
【
講
師
】
心
理
相

２４

１５

談
員
・
鈴
木
宏
子
さ
ん
【
対

象
】
乳
児
期
後
半
〜
１
歳
児
の

保
護
者
【
定
員
】
二
〇
名
【
参

加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
１
１

‐
０
１
１
６
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）
。

�
　

わ
が
子
の
姿
を
も
っ
と
か
わ

い
く
！　

参
加
者
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
撮
影
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１１

１１

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
子
育
て

１０サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
今
川
（
今

川
３
―
３
―　

今
川
保
育
園

１８

内
）
【
講
師
】
写
真
家
・
山
本

光
人
さ
ん
【
対
象
】
０
歳
〜
就

学
前
の
お
子
さ
ん
と
親
【
定

員
】
二
〇
組
程
度
【
持
ち
物
】

カ
メ
ラ
（
で
き
れ
ば
ス
ト
ロ
ボ

付
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９
４

‐
３
９
３
５
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

�
　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
右

下
表
の
と
お
り
【
会
場
】
荻
窪

保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　
２０

―
１
）【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

勤
で
、
三
回
と
も
出
席
で
き
る

方
【
定
員
】
四
〇
名
【
参
加
費
】

無
料
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

�
育
児
講
習
会

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
撮
影
会

e�
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

e

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
講
師
】
八

２２

３２

王
子
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
・
野
口
正
久
さ
ん
【
定
員
】

七
〇
名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
@
３
３
１
２
‐

６
６
２
３
へ
。

�
　

「
パ
ソ
コ
ン
」
の
入
門
・
基

礎
で
、
ワ
ー
ド
を
主
に
学
び
ま

す
。
使
用
機
種
は
シ
ャ
ー
プ
の

メ
ビ
ウ
ス
で
す
。

　

【
日
時
】
第
一
回
＝　

月
４

１２

日
∑
〜
８
日
ª
、
第
二
回
＝　
１２

月　

日
∑
〜　

日
ª
／
各
回
と

１１

１５

も
▽
午
前
の
部
＝
午
前　

時
〜

１０

正
午
▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
【
会
場
】
杉

３０

３０

並
区
社
会
福
祉
会
館
四
階
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―
７
）
【
対

１６

象
】　

歳
以
上
の
区
民
で
全
日

６０

参
加
で
き
る
方
、
ま
た
過
去
に

ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
使
用
経
験
の

あ
る
方
【
定
員
】
各
一
五
名

【
受
講
料
】
一
万
三
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
す
る
回
（
い
ず
れ
か
一

回
の
み
で
、
午
前
か
午
後
を
指

定
の
こ
と
）
も
書
い
て
、　

月
１１

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
区

１７さ
ん
あ
い
公
社
管
理
課
（
〒　
１６６

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　
１６

―
７
杉
並
区
社
会
福
祉
会
館
六

階
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
公
社
管

理
課
@
５
３
０
６
‐
３
１
３
５

へ
。

�
　

初
め
て
の
誕
生
日
を
迎
え
る

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ

�
ú
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社

 
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

e育
児
講
習
会

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

へ
。

�
　

【
日
時
】
第
一
回
＝　

月　
１１

１１

日
º
・
第
二
回
＝　

月
９
日
º

１２

／
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１

時　

分
〜
４
時
【
会
場
】
第
一

３０
回
＝
杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
１４

８
）
第
二
回
＝
未
定
【
内
容
】

第
一
回
＝
「
人
」
に
や
さ
し

い
、
車
イ
ス
介
助
／
第
二
回
＝

ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
、
身

体
＆
食
事
介
助
【
対
象
】　

歳
１８

以
上
の
方
【
定
員
】
各
回
二
五

名
（
先
着
順
）
【
参
加
費
】
各

回
五
〇
〇
円
（
資
料
代
な
ど
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
@
５
３
０
６

‐
３
９
３
９
へ
。

※
第
三
回
「
話
し
相
手
講
座
」

は
１
月
下
旬
に
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
交
流
会
」
は
３
月
ご

ろ
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１１

１９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

 

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

�
郷
土
史
講
座

 
八
王
子
千
人
同
心
の
話

―
そ
の
任
務
・

 

編
成
に
つ
い
て
―

e

�
　

金
融
自
由
化
に
よ
り
銀
行
が

独
自
性
を
出
し
て
い
く
中
、
消

費
者
と
し
て
も
銀
行
と
の
つ
き

あ
い
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
ど
こ
が

ベ
ス
ト
か
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∏
午
後

１１

２１

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
消
費
者

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
３６

―
４
）
【
講
師
】
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
小
野
瑛

子
さ
ん
【
定
員
】
五
〇
名
【
参

加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１１

１０

消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

�
　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

す
学
習
会
で
す
。
（
区
共
催
）

　

【
日
時
・
内
容
】
下
表
の
と

お
り
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
５６

３
）
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
【
定
員
】
四
〇

名
（
先
着
順
）
【
参
加
費
】
無

料 �
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

こ
れ
か
ら
の
銀
行
と
の

 

つ
き
あ
い
方

e�
ゆ
う
杉
並

 
杉
並
の
男
女
平
等
推
進

 
条
例
づ
く
り
に
む
け
て

e

演
奏
、
絵
手
紙
、
折
紙
、
染
色

教
室
、
百
人
一
首
大
会
、
作
品

展
示
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
包
丁
と
ぎ
、
子
ど
も

ゲ
ー
ム
と
抽
選
会
ほ
か

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
館
@

３
３
１
１
‐
３
４
４
２
へ
。

�
　

知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち
と

そ
の
親
が
織
っ
た
手
織
り
の
作

品
を
展
示
即
売
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
¥
〜　

１１

２３

２５

日
º
の
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１１

【
会
場
】
親
子
工
芸
教
室
（
方

南
１
―　

―　

）　
　
　

５２

２０

　

問
い
合
わ
せ
は
、
親
子
工
芸

教
室
@
３
３
２
１
‐
４
４
８
５

（
水
曜
、
土
曜
日
の
み
）
ま
た

は
及
部
@
３
３
３
４
‐
１
２
９

３
（
夜
間
）
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
¥
ま
で

１１

２３

開
催
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
区
後
援
）
【
会
場
】
大
宮
八

幡
宮
境
内
（
大
宮
２
―
３
―

１
）　

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
大
宮

菊
の
会
・
五
本
木
@
３
３
２
２

‐
４
９
６
２
へ
。

�
　

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
②

糖
尿
病
週
間
（　

月
６
日
〜　

１１

１２

日
）
に
合
わ
せ
、
糖
尿
病
の
予

防
法
③
「
い
い
歯
の
日
」
（　
１１

月
８
日
）
に
ち
な
ん
だ
歯
科
衛

生
の
知
識
④
換
気
の
話
を
中
心

と
し
た
「
室
内
空
気
環
境
衛

生
」

　

【
時
間
】
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
・
祝
日

�
杉
並
区
知
的
障
害
者
育
成
会

 

親
子
工
芸
教
室

　

手
織
り
展

e大
宮
菊
花
展

　

月
の
杉
並
保
健
所

１１
 
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

利
用
者
手
作
り
品
即
売
、
模
擬

店
、
バ
ザ
ー
、
包
丁
と
ぎ
（
一

人
二
本
ま
で
一
〇
〇
本
限
定
・

先
着
順
／
一
本
二
〇
〇
円
）
ほ

か
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
工
房
@

３
３
９
４
‐
２
２
５
３
へ
。

�
　

障
害
者
の
自
立
を
め
ざ
す
ひ

ま
わ
り
作
業
所
の
お
ま
つ
り
で

す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１１

１１

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
ひ

１０ま
わ
り
作
業
所
（
松
庵
２
―　
２２

―　

）
【
内
容
】
バ
ザ
ー
、
ア

２２
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
、
ゲ

ー
ム
、
展
示
な
ど
。

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
作
業
所

@
３
３
３
３
‐
９
７
２
４
�
３

３
３
３
‐
９
７
４
９
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１１

１１

　

時
〜
【
会
場
】
高
井
戸
社
会

１１教
育
会
館
（
浜
田
山
４
―　

―
１５

　

）
【
内
容
】
地
元
野
菜
、
草

１２花
販
売
、
ケ
ー
ナ
・
リ
コ
ー
ダ

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

FAX

e
高
井
戸
社
会
教
育
会
館

ヤ
ン
ヤ
ン
祭

�
　

バ
ス
で
区
内
施
設
を
見
学
し

ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
π
午
前

１１

２９

９
時
〜
午
後
５
時
【
予
定
コ
ー

ス
】
杉
並
区
役
所
（
集
合
）
↓

ひ
ま
わ
り
作
業
所
↓
大
田
黒
公

園
↓
杉
並
会
館
（
昼
食
）
↓
環

状
七
号
線
地
下
調
節
池
↓
杉
並

区
役
所
【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
【
定
員
】
四

〇
名
【
参
加
費
】
一
人
一
〇
〇

〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・

三
名
ま
で
連
記
可
）
に
代
表
者

の
住
所
・
電
話
番
号
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

１７

に
区
政
相
談
課
施
設
め
ぐ
り
担

当
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
担
当

へ
。

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１１

１１

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
清

１０水
み
の
り
工
房
（
清
水
３
―　
２２

―
４
）
【
内
容
】
作
業
体
験
、

　

月
の
施
設
め
ぐ
り

１１清
水
み
の
り
工
房
ま
つ
り

講
座
・

　

講
演

〈杉並の男女平等推進条例づくりにむけて〉

講師テーマ日時

子持ちＳＯＨＯネ
ットワーク代表
 中本　敦子

子育てをする中
で出会う地域

１１月１５日π

午前１０時～正午

弁護士
 吉岡　睦子

杉並独自の男女
平等条例づくり
をめざして

１１月２９日π

１２月２３日¥

午後１時３０分～４時

〈体重コントロールにチャレンジ！〉

講　師内　容月日

荻窪保健センター職員 自分の身体と話そう～体脂肪測定・
簡単ストレッチ・話し合い～１２月６日π

共立女子大学教授
 井上　修二

講義＝�ふとる”ってどういうこと
？　　１２日∏

㈱バイワネル管理栄養士
 森野　眞由美

講義＝体重を増やさない食べ方
（試食）１月１０日π

※時間はいずれも、午後２時～４時。

◆税を知る週間の催し◆
　　　　　　　　　　（１１月１１日～１７日）
eテーマ＝暮らしを支える税
杉並税務署（成田東４‐１５‐８@３３１３‐１１３１）

会　場内　容時　間月　日
杉並税務経営指導所
（阿佐谷南
 ３‐１‐３３‐２０１）

税の無料相談午前１０時～
 午後４時

１１月１３日∑

～１７日ª

産業商工会館
（阿佐谷南３‐２‐１９）

チャリティバザー
（売り切れ次第終了）

午前１０時～
 １１時３０分

１１月１４日∏

邦楽演奏会
 北畠　頌輔
 増淵　喜子

午後３時～
 ３時３０分

講演会
作家 ねじめ正一

午後
３時３０分～
 ４時３０分

荻窪税務署（天沼３‐１９‐１４@３３９２‐１１１１）
会　場内　容時　間月　日

荻窪税務経営指導所
（天沼３‐６‐６
 吉田ビル２階）

税の無料相談午前１０時～
 午後４時１１月１１日º

※問い合わせは、各税務署へ。

問い合わせ主な内容日　　時審議会名審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららら

審
議
会
等
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

教育委員会
事務局
(特命事項

担当)

家庭・社会・地域の教
育のあり方

午後
６時３０分～１１月２１日∏

第９回
杉並の教育を
考える懇談会

選挙管理委
員会事務局

在外選挙人名簿への登
録、定時登録等縦覧場
所の告示などについて

午前１０時～
１１月７日∏

１４日∏

２２日π

選挙管理委員
会定例会

※日時は変更する場合があります。

を
除
く
）
【
会
場
】
杉
並
保
健

所
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
計
画

課
へ
。



●５ 広報� NO.1532　 平成１２（２０００）年１１月１日（水曜日）

〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

�
　

定
年
退
職
さ
れ
た
熟
年
男
性

で
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
･
内
容
】
下
表
の
と

お
り
【
会
場
】
高
円
寺
保
健
セ

ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３
―　

―
２４

　
 
）
／
た
だ
し
、　

日
π
は

１５

２２

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

【
対
象
】
区
内
在
住
の
男
性

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

五
〇
〇
円
程
度
（
食
材
料
費
）

　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

１
１
‐
０
１
１
６
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
栄
養
･
健
康
講
座 

 

男
性
健
康
セ
ミ
ナ
ー

e

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
対
象
】
家
族
の
方
で
全

日
程
参
加
で
き
る
方
【
会
場
】

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円

寺
南
３
―　

―　

）
【
定
員
】

２４

１５

三
〇
名
（
先
着
順
）
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
１
１

‐
０
１
１
６
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１１

１１

　

時
〜　

時　

分
【
会
場
】
永

１０

１１

３０

福
ふ
れ
あ
い
の
家
（
永
福
２
―

　

―　

）
【
テ
ー
マ
】
介
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e区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇合気道演武大会
　【日時】１２月３日∂午後０時１５分～５時４５分【会場】勤労福祉会館（桃井４‐３
‐２）【対象】区内在住・在勤・在学の方および区内の合気道団体に所属する方
【定員】１２０名（先着順）【内容】演武形式【参加費】無料【申込み・問合せ】
１１月１７日までに区合気会・町田@３３９３‐５１２１へ
◇ウォーキング交流会
　【日時】１１月１２日∂午前１０時～午後２時【会場】高井戸地域区民センター（高
井戸東３‐７‐５）および神田川沿いウォーキングコース【対象】区内在住・在
勤・在学の方【定員】５０名（先着順）【参加費】無料【申込み】希望者は、直接
会場へ【問合せ】区陸上競技協会・和田@３３９８‐１６６６（午後７時～９時）【備考】
上履き持参
e新日本スポーツ連盟テニス大会
　【日時】１１月２３日¥＝ミックスダブルス、２６日∂＝男子・女子ダブルス／いず
れも午前９時～午後５時（区後援）【会場】上井草スポーツセンター（上井草３
‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤の方【定員】各４８組【参加費】１組２０００円
（当日会場で払い込み）【申込み・問合せ】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参
照・１組で１枚）に希望種目、クラブ名（あれば）も書いて、１１月１０日（必着）ま
でに新日本スポーツ連盟・峰村光男（〒１６６‐０００２高円寺北３‐１‐１０‐３１４@３３３７
‐８７５８（午後９時～１０時））へ。申し込み多数の場合は、抽選
e秋季ソフトテニス選手権大会
　【日時】１２月３日∂午前９時～午後７時（区後援）／予備日＝１月１４日∂【会場】
松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐２２）【対象】区内在住・在勤・在学の方および区ソ
フトテニス連盟加盟クラブ員【参加費】１組２０００円（小・中・高校生は１０００円・
当日会場で払い込み）【申込み・問合せ】ハガキ（３面ハガキ記入例参照）にク
ラブ名（あれば）も書いて、１１月２２日（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島
晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐４@３３１２‐０３８５（午後７時～９時））へ

�

e親子スキー教室
　【日時】１月４日∫～７日∂（区共催）【会場】長野県菅平高原スキー場（宿
泊＝区立菅平学園、交通＝往復貸し切りバス）【対象】区内在住の小・中学生と
その親（子どものみの参加は不可）【定員】１４４人【参加費】１名２万８０００円
【申込み・問合せ】ハガキに教室名、参加者全員の氏名・生年月日・年齢・学
年・性別・住所・電話番号を書いて、１１月２０日（必着）までに区スキー連盟・保
田耕作（〒１６７‐００５２南荻窪４‐１‐９@３３３１‐１３６９（午後８時～１０時））へ。申し込
み多数の場合は、抽選【備考】スキー用具は無料で貸し出します

競技大会

スポーツ教室　

スポーツ�
スポーツのある暮らし　健康の第一歩�

e盲人卓球講習会
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　【日時】１１月１２日∂午前１１時～午後３時【会場】荻窪体育館（荻窪3‐47‐
２）【対象】身体に障害をお持ちの方【参加費】無料【申込み】希望者は、直接
会場へ【問合せ】同体育館@３２２０‐３３８１
e弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場を利用するには利用証（一定の技量を認定）が必要となります。安全に
利用していただくため、段位などをお持ちでない方は講習会に参加し、認定をお
受けください。認定を受けた方には技量に応じた利用証を発行します。
　【日時】１１月２５日º＝弓道、２６日∂＝アーチェリー／いずれも午後１時～５時
【会場】上井草スポーツセンター弓道場（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）【対
象】弓道またはアーチェリーの経験のある方【定員】各３６名（先着順）【参加
費】無料【申込み・問合せ】実施日の1週間前までに同スポーツセンター@３３９０
‐５７０７へ【備考】託児希望（３歳～就学前）の方は、電話でお申し込みください
eフィットネスセミナー（肩こり腰痛予防コース）
　運動不足による肩こり・腰痛を予防するために家庭でできるストレッチ・体操
を指導します。
　【日時】１１月２２日π午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンター・トレー
ニングルーム（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０
名【参加費】無料（入場料として４００円必要）【申込み】往復ハガキ（３面ハガ
キ記入例参照）で１１月１０日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐
００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター@
３３９０‐５７０７【備考】セミナー開催中は一般利用できません

�

eプールで魚釣り
　【日時】１１月１２日∂午前９時～午後３時【会場】和田掘公園プール（大宮２‐２
‐１０）【内容】コイ、金魚など。釣った魚は５匹まで持ち帰り自由【定員】１５０
名（先着順）【参加費】大人３００円、小・中学生１００円（小学生未満は無料）【申
込み】希望者は、直接会場へ【問合せ】ú杉並区スポーツ振興財団@３３１２‐２１１１
（区代表）【備考】①さお・仕掛け・エサは持ち込み自由（無料の貸し出しもあ
ります）②持ち帰り用の入れ物は各自でご用意ください③車でのご来場はできま
せん
e井草 界隈 いきいき健康マップ発行記念　歩こう会

かいわい

　【日時】１１月１３日∑午前１０時～正午【集合場所】上井草保健センター（上井草
３‐８‐１９）【内容】いきいき健康マップのおすすめコースを歩きます（雨天の場
合は、ガイド役のお話です）【ガイド役】漫画家・松尾龍之介さん【参加費】無
料【申込み・問合せ】同保健センター@３３９４‐１２１２【備考】①いきいき健康マッ
プは、上井草保健センターで無料配布しています②運動靴でお越しください

その他

〈さんあい公社　基礎介護講座〉

講　師内　容日　時

さんあい公社
介護相談員

内田　和子　
小杉　真由美

保健婦

高齢者のかかり易い病気と介護
健康状態のチェックポイント１１月２９日π

午前９時～午後４時 介護方法と実習１
体位交換、寝衣交換、移動、車いす介助
老いのこころ
看る立場、看られる立場　など　　３０日∫

午前９時～午後４時 介護方法と実習２
食事介助、清潔、はいせつ介助、おむつ交換
便利な介護用品について

〈依存症・嗜癖の家族のためのセミナー〉

講   師内  容日  時
医療法人社団光生会
陵南診療所所長 松岡　邦彦

依存症といわれるその理由、嗜癖といわ
れるその理由、病気といわれるその理由

１１月１０日ª

午後２時～４時

原宿相談室室長 大嶋　信頼
家族問題から考えられる影響とは。まず
家族が新しい生き方を探ろう。家族のた
めのミーティング体験

　　１７日ª

午後１時３０分
 ～４時

A体験者B医療法人社団學風
会さいとうクリニックＰＳＷ
井上　薫

A体験者からのメッセージ－アルコール
依存症家族からの新生活
B家族のためのミーティング体験

　　２４日ª

午後２時～４時

〈男性健康セミナー〉

内　　　容月　日

健康チェック・食生活チェックでヘルシープランをたてよう１１月１７日ª

楽しく､健康ウォーキング　　２１日∏

調理の基本１主食･主菜･副菜揃えてバランス食づくり   　　２２日π

調理の基本１簡単昼食づくり･グループで話し合い   １２月１日ª

※時間はいずれも、午前９時３０分～１１時３０分。①１７日ªは健診結果のデータを
持参してください② ２１日∏は歩きやすい服装で③ ２２日π･１日ªはエプロ
ン、ふきんを持参して下さい。

◆１１月の糖尿病講習会◆

講師申込み・問合せ参加費定員会場内容時間日付

上井草保健センター
栄養士

上井草保健
センター

 � @３３９４‐１２１２
無料２５名

上井草保健
センター

（上井草３‐８‐１９）

指示エネルギーに合
わせた献立の立て方
（昼食会あり）

午前９時３０分
～正午１０日ª

杉並保健所・
荻窪保健センター

栄養士

高円寺保健
センター

 � @３３１１‐０１１６

２００円３０名

杉並保健所
 （荻窪５‐２０‐１）

楽しく続ける食事療
法（バイキング昼食
会）

午前１０時
～正午

１１日º

杉並保健所・荻窪
保健センター
健康運動指導士

無料

５０名
実践してみよう運動
療法（善福寺川に沿
ってウォーキング）

午後１時
～２時３０分

城西病院院長
笠原　督７０名糖尿病の正しい知識

とアドバイス
午後２時

～４時

元立川相互病院
ヘルストレーナー
大神田　伊曽美

高井戸保健
センター

 � @３３３４‐４３０４
３０名

高井戸保健
センター

（高井戸東３‐２０‐３）

糖尿病治療のための
運動（どんな運動を
どのくらいしたらい
いのか）

午後１時３０分
～３時３０分２７日∑

※対象はいずれも、区内在住・在勤の方。
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〈各種融資資金の改定利率〉
e産業融資資金

本人負担利率（％）
旧利率→新利率

資金使途資   金   名

1.43%→1.80%
一般運転資金

普通融資資金 設備資金

1.29%→1.62%年末運転資金

1.43%→1.80%
運転資金

団体融資資金
設備資金

0.95%→1.20%

運転資金
商店街近代化融資資金

設備資金

設備資金商店街店舗改装促進融資資金
運転資金

経営活性化融資資金
設備資金

運転資金
大型店対策融資資金

設備資金

運転資金
創業支援融資資金

設備資金

1.43%→1.80%
運転資金

転業融資資金
設備資金

0.64%→0.80%
運転資金

経営基盤強化融資資金
設備資金

0.48%→0.60%
運転資金

特例融資資金
設備資金

0.95%→1.20%
公害防止

公害防止資金融資
設備改善資金

e住宅修築資金の改定利率
1.43%→1.80%

修繕資金
増築資金

住宅修築資金（一般）

0.95%→1.20%住宅修築資金(心身に障害の
ある方など）
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場
所
】
区
立
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
宮
前

ふ
れ
あ
い
の
家
【
業
務
内
容
】

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
健
康

管
理
、
看
護
業
務
な
ど
【
資
格

条
件
】
看
護
婦
（
士
）
ま
た
は

准
看
護
婦
（
士
）
の
資
格
の
あ

る
方
で　

歳
未
満
の
方
【
勤
務

５０

時
間
】
週
二
〜
三
日
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
ま
で【
時
給
】一

五
〇
〇
円【
募
集
人
員
】若
干
名

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
を
郵

送
ま
た
は
持
参
で　

月　

日

１１

２０

（
必
着
）
ま
で
に
宮
前
ふ
れ
あ

い
の
家
（
〒　

‐
０
０
８
１
宮

１６８

前
５
―　

―　

）
へ
。
申
し
込

１７

１５

み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ふ
れ
あ

い
の
家
@
３
３
３
５
‐
８
１
６

１
へ
。�

　

杉
並
弦
楽
合
奏
団
で
は
、
来

年
２
月
に
開
か
れ
る
室
内
楽
演

奏
会
（
区
後
援
）
に
出
演
す
る

区
内
で
活
動
し
て
い
る
ア
マ
チ

ュ
ア
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す
。

　

【
募
集
数
】
五
グ
ル
ー
プ
程

度
【
出
演
条
件
】
二
〜
一
〇
名

程
度
の
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

演
奏
時
間
は
一
五
分
以
内
、
会

場
費
用
な
ど
の
実
費
負
担
。

　

申
込
書
の
請
求
は
、
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

�
宮
前
ふ
れ
あ
い
の
家

 

非
常
勤
看
護
職
員

eす
ぎ
な
み
室
内
楽
演
奏
会
の

 

出
演
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で　

月　

日

１１

２０

（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
弦
楽
合

奏
団
・
鳥
井
雅
之
（
〒　

‐
０

１６８

０
８
１
宮
前
５
―
５
―　

�
３

１６

３
３
４
‐
２
４
０
５
）
へ
。

　

出
演
申
し
込
み
は
、　

月　
１１

３０

日
（
必
着
）
締
め
切
り
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
合
奏

団
・
鳥
井
@
３
３
３
４
‐
８
４

３
４（
午
後
８
時
〜　

時
）へ
。

１０

※
演
奏
会
は　

年
２
月　

日
∂

１３

１１

に
久
我
山
会
館
で
開
催
し
ま

す
（
演
奏
会
の
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
@

３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
）。

��
　

【
保
険
期
間
】　

月
１
日
〜

１２

　

年
４
月
１
日
【
対
象
】
区
内

１３に
活
動
の
拠
点
を
置
い
て
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
・
ま
ち

づ
く
り
な
ど
生
涯
学
習
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
責
任
者
ま
た

は
指
導
者
で
、
無
報
酬
の
方

　

申
し
込
み
は
、　

月　

日
ま

１１

１７

で
に
、
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
保
険
料
は
、区
が
全
額
負
担
。

�
　

【
対
象
】
都
内
に
六
カ
月
以

上
お
住
ま
い
の
区
民
の
方
で
、

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
に
経
済

的
自
立
の
た
め
の
資
金
を
お
貸

し
し
ま
す
（
保
証
人
が
必
要
。

被
扶
養
者
が
い
な
い
場
合
は
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）【
利

率
】
年
１
・
２
０
％
。
ま
た
、

事
業
開
始
資
金
、
事
業
継
続
資

金
が
無
利
子
に
な
る
と
と
も
に

療
養
資
金
の
名
称
が
医
療
介
護

資
金
に
変
更
に
な
り
ま
し
た FAX

生
涯
学
習
活
動
の
指
導
者

 

傷
害
保
険
加
入
者
募
集

女
性
福
祉
資
金

　

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
資

金
貸
付
係
ま
た
は
管
轄
の
福
祉

事
務
所
（
東
@
３
３
８
１
‐
０

１
１
１
／
西
@
３
３
９
８
‐
９

１
０
４
／
南
@
３
３
３
２
‐
７

２
２
１
）
へ
。

�
　

区
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利

用
を
目
的
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
の
購
入
費
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
、
生
ご

み
や
落
ち
葉
な
ど
を
、
土
の
中

の
微
生
物
の
は
た
ら
き
に
よ
り

 
堆
肥 
に
つ
く
り
か
え
る
も
の
で

た

い

ひ

す
。

　

助
成
額
は
、
あ
っ
せ
ん
価
格

の
半
額
で
す
が
、
一
世
帯
あ
た

り
年
度
内
に
一
個
、
三
年
度
内

に
二
個
ま
で
の
助
成
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
受
付
は
随
時
行
っ

て
い
ま
す
が
、
年
間
予
算
の
枠

内
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
度
途

中
で
締
め
切
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
同
一
年
度
内
に
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
と
電
気
式
生

ご
み
処
理
機
（
今
年
度
の
募
集

は
終
了
済
み
）
両
方
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ
。

�
　
　

月
か
ら
区
立
小
学
校
二

１１
校
・
中
学
校
二
校
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ル
ー
ム
を
開
放
し
ま

す
。

　

【
開
放
校
】
八
成
小
学
校
、

久
我
山
小
学
校
、
東
原
中
学

校
、
神
明
中
学
校
【
利
用
で
き

る
団
体
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
お
お
む
ね
一
〇
名
以
上

で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
、
社

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の

 

購
入
費
の
助
成

区
立
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム
を

 

団
体
に
開
放
し
ま
す

会
教
育
団
体
、
公
共
的
団
体
な

ど
（
①
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
詳
し

い
指
導
者
が
い
る
こ
と
②
政

治
・
宗
教
・
営
利
目
的
の
利
用

は
不
可
）

　

【
利
用
で
き
る
日
時
】
第

一
・
第
三
・
第
五
土
曜
日
＝
午

後
３
時
〜
９
時
／
第
二
・
第
四

土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
（
学
校
が
使
用
し
て
い
る
日

時
を
除
く
）
【
使
用
可
能
台

数
】
各
校
二
〇
台
【
使
用
ソ
フ

ト
】
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ　

／　

、

９５

９８

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
学
校
開

放
係
へ
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
は

で
き
ま
せ
ん
。

��
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１１

１２

１
時　

分
〜
５
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）【
内
容
】
専
門
カ
ウ
ン
セ

１７ラ
ー
に
よ
る
無
料
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
【
講
師
】
Ν
Ρ
Ο
認
定
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
村
上
朋
子
さ

ん
、
岡
本
二
美
代
さ
ん
【
対

象
】
区
在
住
・
在
勤
の
不
登

校
、
引
き
こ
も
り
で
悩
ま
れ
て

い
る
方
【
定
員
】
二
〇
名
【
参

加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
ウ
ォ
ー
ム
・
岡
本
@
３
３

１
３
‐
７
５
４
５
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り

�
①
現
況
届
の
提
出

　

◯親
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に

現
況
届
の
用
紙
を
、
お
送
り
し

ま
し
た
。
必
要
事
項
を
記
入
し

不
登
校
・
引
き
こ
も
り

 

無
料
相
談
会

◯親
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

て
、
署
名
押
印
の
う
え
、　

月
１１

　

日
ま
で
に
、
提
出
し
て
く
だ

２４さ
い
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、　
１３

年
１
月
１
日
か
ら
の
医
療
費
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
の
一
部
改
正

　

現
在
、
保
険
診
療
に
係
る
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
全
額
助

成
し
て
お
り
ま
す
が
、　

年
１

１３

月
１
日
か
ら
は
、
老
人
保
健
法

に
準
じ
て
、
次
の
と
お
り
の
負

担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◇
一
部
負
担
の
金
額

・
外
来
一
回
五
三
〇
円
（
同
一

医
療
機
関
で
月
四
回
ま
で
）

薬
剤
一
部
負
担
金

・
入
院
一
日
一
二
〇
〇
円
（
日

数
分
）
入
院
時
食
事
療
養
費

一
日
七
六
〇
円
（
日
数
分
）

　

た
だ
し
、
受
給
者
お
よ
び
扶

養
義
務
者
等
の
住
民
税
が
非
課

税
の
場
合
は
、
入
院
時
食
事
療

養
費
の
み
と
な
り
ま
す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
・
提
出
は
、
児

童
福
祉
係
へ
。

�
　

一
定
規
模
以
上
の
開
発
行
為

な
ど
を
行
な
う
場
合
、
み
ど
り

緑
化
計
画
書
の
提
出
に
つ
い
て

の
条
例
に
基
づ
き
、
緑
化
計
画

書
を
建
築
確
認
の
前
に
届
け
出

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
次
の
対

象
と
な
る
計
画
を
し
て
い
る
方

は
、
緑
化
計
画
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

【
対
象
】
①
開
発
行
為
ま
た

は
建
築
物
等
に
関
す
る
申
請
及

び
確
認
を
要
す
る
行
為
で
、
敷

地
面
積
が
二
〇
〇
fl
以
上
の
も

の
②
自
動
車
を
二
〇
台
以
上
置

く
駐
車
場
の
設
置

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地

課
み
ど
り
の
係
へ
。

※
４
月
か
ら
駐
車
場
を
設
置
す

る
場
合
、
緑
化
計
画
書
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

�
◇
産
業
融
資
資
金

　

区
で
は
中
小
企
業
振
興
対
策

の
一
環
と
し
て
、
中
小
企
業
者

の
事
業
経
営
上
必
要
な
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま

す
。
改
定
利
率
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
係

へ
。

�　

月
１
日
か
ら

１１
産
業
融
資
資
金
な
ど
の

 
利
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

e

◇
生
業
資
金

　

金
融
機
関
な
ど
か
ら
資
金
を

借
り
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
、

事
業
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し

し
ま
す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
一
年
以

上
の
個
人
事
業
主（
有
限
会
社
、

合
資
会
社
な
ど
法
人
組
織
は
除

く
）
で
、
そ
の
事
業
で
生
計
を

営
む
方
（
所
得
制
限
が
あ
り
、

連
帯
保
証
人
が
必
要
）【
限
度

額
】
二
〇
〇
万
円
（
た
だ
し
、

運
転
資
金
の
み
の
場
合
は
一
六

〇
万
円
）【
返
済
期
間
】
据
置

期
間
六
カ
月
を
含
み
七
年
以
内

【
利
率
】
年
１
・
２
０
％

　

問
い
合
わ
せ
は
、
資
金
貸
付

係
へ
。

◇
住
宅
修
築
資
金

　

自
己
用
住
宅
の
修
繕
・
増
築

に
必
要
な
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
改
定
利

率
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
課

へ
。
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保
育
園
は
、
両
親
が
仕
事
を

持
っ
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
の

事
情
で
、
昼
間
お
子
さ
ん
の
世

話
が
で
き
な
い
場
合
に
、
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
を
す
る
施

設
で
す
。

　

私
立
・
区
立
の
保
育
園
に
、

来
年
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
す

る
お
子
さ
ん
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
区
外
の
保
育
園
に
入

園
を
希
望
す
る
場
合
も
、
杉
並

区
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　
　

月
１
日
〜　

日

１２

２８

　

９
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
み

を
し
た
方
も
改
め
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。　

月
以
降
に
申

１０

し
込
ん
だ
方
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
や
む
を
得
な
い
理
由

で
受
付
期
間
に
間
に
合
わ
な
い

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
場
所

▽
保
育
課（
区
役
所
東
棟
三
階
）

▽
各
福
祉
事
務
所
（
東
＝
和
田

２
―
７
―
７
@
３
３
８
１
‐
０

�
　

区
民
事
務
所
の
設
置
工
事
を

行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
期
間
】　

月
〜　

年
２
月

１２

１３

【
場
所
】荻
窪
・
西
荻
・
高
円
寺
・

永
福
和
泉
の
各
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
一
階
部
分

　

問
い
合
わ
せ
は
地
域
振
興
課

庶
務
係
へ
。�

　

杉
並
区
と
風
連
町
は
平
成
元

年
に
友
好
交
流
自
治
体
協
定
を

提
携
し
ま
し
た
。
以
来
様
々
な

交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
新
た

１１

に
北
海
道
剣
淵
町
と
も
連
携
し

た
新
事
業
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

ブ
リ
ッ
ジ
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
の
夏
も
、
両
町
の

「
子
ど
も
使
節
団
」
が
杉
並
区

を
訪
れ
、
風
連
町
の
「
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
」
を
披
露
、
剣
淵

町
は
「
絵
本
の
里
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・
交

流
課
へ
。　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

杉
並
区
と
の
交
流
が
評
価
さ
れ

友
好
都
市
北
海
道
風
連
町
が

「
北
海
道
ま
ち
づ
く
り

 
�
�
� 
功
労
者
」
に
決
定
！

〈表２　保育室〉

定員電話番号住　　所施設名

１０名３３０３‐２２９５浜田山１－２３－１４
新美コーポ¿

こぶし保育室

２９名３３３８‐９６３４高円寺北２－４１－６マリア保育園
２０名３３１３‐８４０１梅里１－２－１５梅里保育園

１７名３３９８‐００８５天沼３－２３－２３
カーミリア荻窪１０６

保育室
コアラハウス

※保育年齢は２歳児までです。

〈表３　家庭福祉員〉

電話番号住　　所氏　　名
３３２１‐８４１６和泉３－１－６羽鳥　法江
３３３４‐５６２３高井戸東３－３－３浅井　�俐子
３３３４‐０８７１久我山３－３７－２石井　美枝子
３３９１‐３７０３荻窪１－３１－６青山　順子
５９３０‐０９７２荻窪１－１－３１若山　信子
３３９９‐１２６９本天沼３－１５－１２村上　とし枝
３３９６‐４３０９今川３－１６－９上田　和子
３３３３‐８８５１西荻南３－１－１２相原　幸枝
３３９５‐４５５０下井草４－３４－７福田　由利子

〈表１　杉並区内の私立・区立保育園～募集予定人数〉

延　

長

４
・
５
歳

３　

歳

２　

歳

１　

歳

０　

歳
年齢（月齢）保育園名　

延　

長

４
・
５
歳

３　

歳

２　

歳

１　

歳

０　

歳
年齢（月齢）保育園名　

５８３００９

８カ月以上

◎荻窪北

区　
　

立

※――００１０
７週目以上

◎杉並さゆり

私　

立

８１２２５１１◎上井草※００００６◎杉並の家
６０３２３１２◎上荻※０４２４１４

９週目以上

◎阿佐谷
３０２３４１１◎久我山※０１００１２◎杉並ゆりかご
―００２５９○久我山東※０４１１１４２２◎上水
１００７４２１１◎高円寺南※０５２６９◎方南隣保館
５１０３３１２◎善福寺※３３６５１２◎むさしの
４００１５１１◎高井戸東―０００２６４カ月以上　頌栄
７００３６９◎西荻北―１３０１３８カ月以上　聖心
―００２４１１　堀ノ内※９１４７３０―１歳以上◎佼成育子園
―０１１６９　本天沼―０１０３１２

９週目以上

　井荻

区　

立

―００１５６　荻窪４００２３１２◎永福北
４０３３１６―

１歳以上

◎天沼―０３３５９　大宮
―０５１１２―　和泉―０２０１９　荻窪東
―１１１０１２―　大宮前―０１６２１２　高円寺東
―０１３１２―○荻窪南―０１６２１２　下井草
―００２７―　上高井戸―６６３４１０　松庵
―０００１３―　高円寺北―００１４１１　中瀬
―１００１３―　四宮７００２３１２◎浜田山
―０９２８―　下高井戸５００６１１１◎堀ノ内東
―０１０１３―　杉並―００１３１２　宮前
―０８０８―　高井戸―０１２５９

８カ月以上

○阿佐谷北
―００１１５―　成田９００２３１２◎阿佐谷東
―０３０１２―　西田７０４２３１２◎阿佐谷南
―００３１４―　松ノ木８００３５９◎井草
―０２１１２―　馬橋―００３５９○今川
―０１３１２―○和田２００３４１１◎永福南

（注）１．◎印は延長保育実施園（※印の園の募集予定人数は、各園にご確認ください）。
　　２．○印は障害児保育指定園（細やかな保育をおこなうために、施設・職員の体制を整えています）。

来
年
４
月
に
入
園
す
る�

　
　
　
私
立
・
公
立
保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す�

１
１
１
／
西
＝
天
沼
３
―　

―
３０

　

@
３
３
９
８
‐
９
１
０
４
／

４０南
＝
高
井
戸
東
４
―　

―　

@

１０

２６

３
３
３
２
‐
７
２
２
１
）

▽
区
立
保
育
園
（
受
付
期
間
中

の
月
曜
〜
金
曜
日
・
午
前　

時
１０

〜
午
後
４
時
に
受
け
付
け
ま

す
。
事
前
に
各
保
育
園
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
）。

※
郵
送
で
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

◇
募
集
予
定
人
数

　

表
１
は
、　

月
に
在
園
し
て

１０

い
る
お
子
さ
ん
の
人
数
を
も
と

に
、
４
月
入
園
可
能
な
人
数
を

予
測
し
た
も
の
で
す
。
今
後
の

入
退
園
等
に
よ
り
、
入
園
で
き

る
人
数
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の

１３

満
年
齢
（
０
歳
に
つ
い
て
は
月

齢
）
が
入
園
年
齢
に
な
り
ま

す
。

　

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
入

園
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
延
長
保
育

　

私
立
保
育
園
で
延
長
保
育
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
各
園

に
延
長
保
育
の
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
募
集
人
数
、
延

長
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、
各

園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

区
立
保
育
園
で
は
、
満
１
歳

か
ら
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分
ま

３０

３０

で
延
長
保
育
を
実
施
し
て
い
る

園
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
場

合
は
、
入
園
申
し
込
み
の
際
に

延
長
保
育
の
申
し
込
み
も
必
要

で
す
。（
実
施
園
は
表
１
）

◇
申
込
用
紙
配
布
場
所

　

保
育
課
、
各
福
祉
事
務
所
、

区
内
保
育
園

　

入
園
の
可
否
は
、　

年
３
月

１３

１
日
に
発
表
の
予
定
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
育
課
入

園
相
談
係
へ
。

�
　

区
内
に
は
、
認
可
保
育
園
の

ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
保
育
施

設
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◇
保
育
室

　

保
育
室
は
、
一
定
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
小
規
模
な
民
間

保
育
施
設
で
す
。
保
育
時
間
は

施
設
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
直
接
表
２
の
各
保
育
施
設

へ
。

◇
家
庭
福
祉
員

　

経
験
豊
か
な
家
庭
福
祉
員

が
、
そ
の
自
宅
で
各
三
名
ま
で

保
育
し
ま
す
。
契
約
書
を
よ
く

読
み
、
家
庭
福
祉
員
と
十
分
話

し
合
っ
て
か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
で
、
生

後
６
週
間
〜
３
歳
未
満
の
健
康

な
お
子
さ
ん
【
保
育
期
間
】
預

け
た
日
〜　

年
３
月　

日
。
時

１４

３１

間
は
、
原
則
と
し
て
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時
（
日
曜
・
祝

３０日
を
除
く
。
そ
の
他
不
定
休
あ

り
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
表
３
の
各
家
庭
福
祉
員

へ
。�

　

保
護
者
が
仕
事
の
た
め
保
育

で
き
な
い
児
童
を
保
育
す
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
募
集
か
ら
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
火
構
造

の
建
物
で
、
避
難
設
備
と
避
難

経
路
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

に
限
り
、
二
階
以
上
の
部
屋
で

保
育
を
す
る
方
も
応
募
で
き
ま

す
。

　

【
資
格
】
次
の
①
〜
④
す
べ

て
を
満
た
す
方
①
心
身
健
康
で

児
童
養
育
経
験
を
持
ち
、
現
在

保
育
室
・
家
庭
福
祉
員

４
月
か
ら
の
保
育
を
受
付
中

家
庭
福
祉
員
を
募
集
し
ま
す

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が

な
く
保
育
に
専
念
で
き
る
方
②

区
内
在
住
で
平
成　

年
４
月
１

１２

日
現
在　

歳
未
満
の
方
③
九
・

６０

九
fl
（
六
畳
）
以
上
で
採
光
と

換
気
に
優
れ
た
保
育
専
用
の
部

屋
が
自
宅
に
あ
る
方
④
保
育

士
、
教
員
、
助
産
婦
、
保
健
婦

（
士
）、
看
護
婦
（
士
）
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

【
保
育
時
間
】
日
曜
・
祝
日
を

除
く
毎
日
、
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時（
時
間
外
保
育
あ
り
）

【
保
育
内
容
】
保
護
者
と
直
接

契
約
。
預
か
る
児
童
は
生
後
６

週
間
以
上
３
歳
未
満
の
乳
幼
児

【
保
育
定
員
】
保
育
専
用
の
部

屋
が
一
階
に
あ
る
場
合
は
三

名
、
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場

合
は
二
名
【
募
集
人
員
】
若
干

名
【
備
考
】
保
護
者
か
ら
の
保

育
料
の
ほ
か
、
区
か
ら
の
助
成

（
０
歳
児
一
名
に
つ
き
月
額
六

万
五
〇
〇
〇
円
、
そ
の
他
施
設

維
持
費
な
ど
）
が
あ
り
ま
す

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
に
必

要
事
項
・
志
望
動
機
、
裏
面
に

保
育
専
用
室
の
見
取
り
図
（
広

さ
・
階
数
お
よ
び
避
難
経
路
も

明
記
）
を
書
い
て
、　

月　

日

１２

１２

ま
で
に
保
育
課
指
導
係
（
区
役

所
東
棟
三
階
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
書
類
選
考
の
う
え
、
面
接
該

当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

�
　

働
く
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん

の
育
児
を
支
援
す
る
有
償
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
内
容

は
保
育
園
の
送
り
迎
え
や
、
保

育
園
の
保
育
時
間
外
の
子
ど
も

の
預
か
り
な
ど
、
短
時
間
で
補

助
的
な
活
動
で
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
説
明
会
へ
お
出

か
け
下
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月
７
日
∏
、　

１１

２７

日
∑
の
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前　

時
〜
正
午
（
時
間
厳
守
）

１０
【
会
場
】
社
会
福
祉
会
館
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―
７
）【
参
加

１６

費
】
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
@
５
３
０
６
‐
７
１
７
７

へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員
募
集

ただいま最新情報発信中é

杉杉並並区区ホホーームムペペーージジ
http://www.city.suginami.tokyo.jp/
イベントはｉモードでもご覧になれます。
http://www.city.suginami.tokyo.jp/imode/
　　　　　　　　問い合わせは、区政情報課へ。
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つ
け
て
安
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安
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報
器
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報
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つ
け
て
安
心

つ
け
て
安
心
　火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
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１１
月
９
日
〜
１５
日�

つ
け
て
安
心
　火
災
警
報
器
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秋
の
火
災
予
防
運
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警
報
器
が
あ
っ
て�

　
　
良
か
っ
た�
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＜年末調整・給与支払報告書などの説明会＞

時     間会     場月  日所　管
e法人・個人の白色申告者

午後１時３０分～
３時３０分セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）１１月１５・

１６日
杉並税務署管内 午前１０時～正午

午後１時３０分～
３時３０分

浜田山会館（浜田山１‐３６‐３）２１日

午後１時３０分～
３時３０分

勤労福祉会館（桃井４‐３‐２）１１月２０・
２１日荻窪税務署管内

久我山会館（久我山３‐２３‐２０）２２日

e個人の青色申告者

▼不動産所得関係
＝午前１０時～正午
▼事業所得関係
＝午後１時３０分～
 ���� ４時３０分

セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）１２月５日

杉並税務署管内 産業商工会館
 ����  （阿佐谷南３‐２‐１９）６日

浜田山会館（浜田山１‐３６‐３）７日

久我山会館（久我山３‐２３‐２０）１２月４日

荻窪税務署管内 井草地域区民センター 
 ����� （下井草５‐７‐２２）５日

杉並公会堂（上荻１‐２３‐１５）６・７日

年年
末末
調調
整整
・・
給給
与与
支支
払払
報報
告告
書書
なな
どど
のの
説説
明明
会会

　
　

世
紀
を
担
う
未

２１
来
の「
巨
匠
」を
発
掘

す
る
た
め
に
、
区
の

　

世
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク

２１ト
記
念
事
業
と
し
て

企
画
さ
れ
た
今
回
の

公
募
展
に
は
八
五
三

点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
中
か
ら
、

吉
井
淳
二
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
五
人
の
審
査
員
に
よ
る
審
査

の
結
果
、
三
七
点
の
入
賞
作
品

を
含
め
、
二
五
〇
点
の
入
選
作

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
入
選
作
品
の
展
示

　

【
会
期
】　

月　

日
º
〜　

１１

１１

２６

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（　

日
は
休
館
日
／
最
終
日
は

２３
５
時
ま
で
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
展
示
室
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）【
入
場
料
】
無
料

３２

▽
受
賞
者

　

【
大
賞
】
辻
香
子
さ
ん
【
優

秀
賞
】〈
大
学
生
の
部
〉
柏
田

ま
こ
と
さ
ん
〈
高
校
生
の
部
〉

熊
谷
百
代
さ
ん
〈
中
学
生
の

部
〉
柴
川
梓
さ
ん
、
加
藤
由
衣

さ
ん
〈
小
学
生
の
部
〉
吉
田
愛

さ
ん
、
瀬
戸
詩
織
さ
ん
【
奨
励

賞
】〈
大
学
生
の
部
〉
関
口
潤
子

さ
ん
ほ
か
五
名
〈
高
校
生
の

部
〉
三
宅
茉
莉
子
さ
ん
ほ
か
六

名
〈
中
学
生
の
部
〉
井
手
美
祐

紀
さ
ん
ほ
か
六
名

〈
小
学
生
の
部
〉中
西

啓
介
さ
ん
ほ
か
九
名

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、

杉
並
区
文
化
・
交
流

協
会
文
化
係
@
５
３

１
１
‐
７
０
３
５

へ
。
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年
末
調
整
・
給
与
支
払
報
告

書
な
ど
に
つ
い
て
の
「
法
人
等

の
説
明
会
」
と
「
個
人
の
青
色

申
告
決
算
書
作
成
説
明
会
」
を

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
税
務
署

（
杉
並
@
３
３
１
３
‐
１
１
３

１
／
荻
窪
@
３
３
９
２
‐
１
１

１
１
）
ま
た
は
区
・
課
税
課
特

別
徴
収
係
へ
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

�
　

杉
並
区
で
は
、
平
成　

年
１２

に
入
っ
て
約
一
七
〇
件
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
半
数
以
上
が
住
宅

や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
「
住
ま

い
」
か
ら
の
火
災
で
す
。
ま

た
、
火
災
に
よ
り
亡
く
な
ら

れ
た
方
は
、
六
人
で
、
そ
の

う
ち
の
半
数
が　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
の
方
で
し
た
。

区
内
の
火
災
状
況

（
１
月
〜
９
月
）

�
　

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
重

点
と
し
て
「
住
ま
い
の
防
火

対
策
の
推
進
」が
あ
り
ま
す
。

火
災
の
半
数
以
上
は
、
住
ま

い
か
ら
の
火
災
で
す
。
こ
の

「
住
ま
い
」
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
多
く
は
、
火
災
に
気
づ
く

の
が
遅
れ
た
り
、
寝
た

き
り
な
ど
で
自
力
で
は

避
難
で
き
な
い
方
で
し

た
。

　

「
住
ま
い
」
か
ら
の

火
災
を
防
ぎ
、
被
害
を

減
ら
す
に
は
、
火
災
の

早
期
発
見
が
最
も
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

▽
火
災
に
よ
る
被
害

に
、
大
き
な
効
果
を
あ

げ
て
い
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

つ
け
ま
し
ょ
う

　

日
本
で
は
、
大
き
な
建
物

な
ど
に
は
、
消
防
法
に
よ
り

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま

だ
一
般
の
住
宅
に
は
、
普
及

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
す
で
に

住
宅
の
約
九
割
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
、
火

災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。（
上
図
）

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
消
防

署
（
杉
並
@
３
３
９
３
‐
０

１
１
９
／
荻
窪
@
３
３
９
５

‐
０
１
１
９
）
へ
。

火の始末
　その目
　　その手で
　　　もう一度

区長が交通事故防止緊急メッセージ発信
　「杉並区交通安全協議会」では、急増している交通事故に歯止めをかける
ため、「交通死亡事故防止緊急対策」の実施を決定しました。
　皆さんには、交通事故防止緊急メッセージの趣旨をご理解のうえ、交通ル
ールの遵守と正しい交通マナーの実践をお願いします。

交通事故防止　

　杉並区内では、昨年から引き続き交通事故が増加しています。発生件数で
は、昨年に比べて２０パーセント、５年前に比べると実に６０パーセント以上増
えています。また、本年の死傷者数は、９月末で３０００人を超えました。５年前
の同時期に比べると、１２００人以上も増加しています。
　区内の交通事故は、
○幹線道路の事故が多発
○高齢者の事故が大幅に増加
○自転車の事故が大幅に増加
に、特徴があります。
　例年、秋から年末にかけての時期は、さらに交通事故の増加が懸念される
ところであり、特に十分な注意が必要です。
　区といたしましても、関係機関・団体と協力し事故防止に全力で取組んで
います。
　区民の皆様一人ひとりが交通ルールとマナーを守り、交通事故防止に努め
ていただきますようお願いいたします。

 �������������������平成１２年１０月２４日　　　　　　　
 ���������������������杉並交通安全協議会会長　　
 ���������������������杉並区長　山　田　　宏　　
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緊急メッセージ

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください（平日夜間の小児科の急病
診療は休止しました）。

 東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り @５２７２‐０３０３
東京消防庁災害救急情報センター @３２１２‐２３２３（ ）２４時間

受付

休日などの急病診療など

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

@3391－5539調 剤 薬 局ê

●日曜・祝日…午前９時～午後４時
@3398－5666歯 科ê

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

ê外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科
@3391－1599

▲「No.０９１０２０００」辻香子さん

▲「憩う」熊谷百代さん
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